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ト
ピ
ッ
ク
ス

賃
金
政
策

3

電
機
連
合
が
第
６
次
草
案
を
提
起

電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
で
構
成
す
る
電
機
連

合
（
中
村
正
武
委
員
長
、
六
四
万
四
〇
〇
〇

人
）
は
七
月
に
開
い
た
定
期
大
会
で
「
第
六

次
賃
金
政
策
」（
草
案
）
を
提
起
し
た
。
草
案

は
、
基
幹
労
働
者
（
三
〇
歳
相
当
の
開
発
・

設
計
職
）
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
産
別
目
標

水
準
（
現
行
は
月
額
三
一
万
円
）
を
新
た
に

設
定
。
そ
の
う
え
で
、
①
現
行
の
賃
金
水
準

が
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
場
合
は
、
各
組
合

の
自
主
的
な
対
応
を
基
本
と
す
る
②
た
だ
し
、

物
価
上
昇
や
可
処
分
所
得
低
下
な
ど
必
要
な

場
合
は
全
組
合
が
統
一
し
た
取
り
組
み
を
行

う
③
要
求
額
を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分

け
て
設
定
す
る―

―

こ
と
な
ど
を
掲
げ
て
い

る
。
今
後
、
組
織
内
討
議
を
経
て
、
来
年
の

大
会
で
正
式
決
定
す
る
予
定
だ
。

賃
金
水
準
の
開
き
が
闘
争
戦
術
に
影
響

草
案
は
、
〇
七
春
闘
以
後
、
統
一
闘
争
の

対
象
に
掲
げ
た
職
種
銘
柄
に
対
し
て
設
定
し

た
「
目
標
水
準
」
と
「
水
準
改
善
額
（
引
き

上
げ
額
）」
へ
の
対
応
を
明
記
し
て
い
る
。

電
機
連
合
は
、
〇
七
春
闘
か
ら
「
職
種
基

準
に
よ
る
個
別
賃
金
要
求
方
式
（
職
種
別
賃

金
要
求
方
式
）」
に
移
行
し
た
。
ス
ト
ラ
イ

キ
な
ど
の
闘
争
行
動
の
対
象
と
な
る
統
一
要

求
基
準
に
つ
い
て
、
代
表
的
職
種
と
し
て
三

〇
歳
に
相
当
す
る
「
開
発
・
設
計
職
基
幹
労

働
者
」
と
三
五
歳
相
当
の
「
製
品
組
立
職
基

幹
労
働
者
」
の
二
つ
の
銘
柄
を
設
定
。
加
盟

組
合
が
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
現
行
水
準
を

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
う
え
で
水
準
の
引
き
上
げ

を
追
求
す
る
形
を
と
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

〇
八
年
春
闘
で
は
、
統
一
要
求
基
準
を
「
開

発
・
設
計
職
」
に
一
本
化
し
て
二
〇
〇
〇
円

以
上
の
賃
金
水
準
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
と

し
、
月
額
三
一
万
円
の
産
別
目
標
水
準
を
掲

げ
て
取
り
組
ん
だ
。

だ
が
、
実
際
に
は
各
社
の
業
績
の
バ
ラ
つ

き
な
ど
か
ら
、
賃
金
水
準
に
も
開
き
が
生
じ

て
お
り
、
現
行
水
準
が
す
で
に
三
一
万
円
を

超
え
て
い
る
組
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
〇

八
春
闘
時
の
資
料
を
み
る
と
、
松
下
電
器
労

連
の
三
二
万
九
三
〇
〇
円
を
筆
頭
に
、
Ｎ
Ｅ

Ｃ
労
連
・
日
本
電
気
（
三
一
万
九
五
〇
〇
円
）、

富
士
電
機
グ
ル
ー
プ
連
合
（
三
一
万
三
八
〇

〇
円
）
な
ど
一
五
中
闘
（
大
手
組
合
）
の
約

半
数
（
七
組
合
）
が
三
一
万
円
超
え
を
果
た

し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
こ
こ
二
年
の
春
闘

で
は
、
す
で
に
目
標
水
準
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
組
合
は
、
回
答
の
す
べ
て
を
諸
手
当
な
ど

も
含
め
た
「
賃
金
体
系
是
正
分
等
」
に
配
分

す
る
こ
と
を
容
認
す
る
戦
術
を
取
っ
て
き
た
。

高
水
準
組
合
は
自
主
的
な
取
り
組
み
に

草
案
は
、
こ
の
間
の
戦
術
を
追
認
す
る
形

で
対
応
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
中
村
委
員
長
は

定
期
大
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
基
幹
労
働
者
賃

金
の
目
標
水
準
に
つ
い
て
「
職
種
別
賃
金
の

市
場
価
値
を
踏
ま
え
、
全
産
業
に
お
け
る
上

位
水
準
の
確
保
と
海
外
企
業
な
ど
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
二
一
世

紀
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
に
相
応
し
い
水
準

を
追
求
す
る
」
と
述
べ
、
そ
の
う
え
で
「
現

行
水
準
が
新
た
に
設
定
す
る
目
標
水
準
を
上

回
る
組
合
に
つ
い
て
は
、
水
準
改
善
額
の
取

り
組
み
は
各
組
合
の
自
主
的
な
対
応
を
基
本

と
す
る
」
と
説
明
し
た
。

た
だ
し
、「
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
質

賃
金
の
維
持
・
向
上
を
は
か
る
観
点
、
す
な

わ
ち
物
価
や
可
処
分
所
得
の
実
態
な
ど
か
ら
、

基
幹
労
働
者
賃
金
の
統
一
的
な
対
応
が
必
要

と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、（
水
準
の
高
低
に
関

係
な
く
）
全
組
合
が
統
一
し
た
取
り
組
み
を

行
う
」
と
も
付
言
し
た
。
賃
金
水
準
が
新
た

に
設
定
す
る
目
標
水
準
よ
り
高
位
に
あ
る
組

合
は
、
物
価
高
な
ど
の
場
合
を
除
き
、
全
体

で
取
り
組
む
賃
金
水
準
の
改
定
闘
争
か
ら
外

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。

水
準
改
善
要
求
を
複
数
パ
タ
ー
ン
に

さ
ら
に
、
水
準
改
善
の
手
法
に
つ
い
て
は
、

「
よ
り
絶
対
額
（
水
準
）
を
重
視
す
る
観
点

か
ら
、
現
行
賃
金
水
準
の
違
い
に
応
じ
て
、

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
水
準
改
善

額
の
設
定
な
ど
、
取
り
組
み
の
実
効
性
を
高

め
る
た
め
の
具
体
策
も
検
討
を
進
め
て
い

く
」
と
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
電
機
連
合

は
こ
れ
ま
で
「
引
き
上
げ
額
二
〇
〇
〇
円
以

上
」
な
ど
の
統
一
要
求
を
掲
げ
て
き
た
。
今

後
は
、
賃
金
水
準
の
違
い
に
応
じ
て
引
き
上

げ
額
の
要
求
を
数
パ
タ
ー
ン
設
定
し
、
水
準

が
低
い
組
合
は
高
め
の
改
善
額
、
逆
に
高
い

組
合
は
低
い
改
善
額
を
設
定
す
る
こ
と
で
格

差
縮
小
に
つ
な
げ
、
電
機
産
業
で
働
く
同
じ

図１　基本給体系タイプⅠ
　　　〔「生計基礎給」＋「仕事給」〕

図２　基本給体系タイプⅡ〔「仕事給」単一型〕
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価
値
の
仕
事
を
す
る
人
が
同
じ
賃
金
を
享
受

で
き
る
職
種
別
賃
金
に
近
づ
け
た
い
考
え
だ
。

七
割
強
が
賃
金
制
度
を
見
直
し

一
方
、
電
機
連
合
が
昨
年
六
月
、
加
盟
組

合
に
対
し
実
施
し
た
「
賃
金
制
度
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
結
果
に
よ
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
度
以
降
、調
査
時
点
ま
で
に
、七
二
・

八
％
の
組
合
で
賃
金
制
度
の
見
直
し
が
行
わ

れ
て
い
た
。
改
定
内
容
（
該
当
項
目
全
て
を

選
択
）
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、「
業
績
・
成

果
を
重
視
し
た
賃
金
体
系
へ
の
改
定
」（
五

五
・
六
％
）
で
、
以
下
、「
職
務
・
職
種
な
ど

仕
事
の
価
値
を
重
視
し
た
賃
金
体
系
へ
の
改

定
」（
三
五
・
一
％
）、「
職
務
遂
行
能
力
を
重

視
し
た
賃
金
体
系
へ
の
改
定
」（
三
三
・
一
％
）、

「
手
当
の
見
直
し
」（
三
二
・
五
％
）
な
ど
が

続
く
。

基
本
賃
金
の
体
系
パ
タ
ー
ン
（
該
当
す
る

も
の
一
つ
を
選
択
）
に
目
を
移
す
と
、「
仕
事

給
中
心
型
（
職
務
グ
レ
ー
ド
給
、
職
責
給
、

役
割
給
な
ど
）」
が
一
番
多
く
二
九
・
八
％
。

次
い
で
、「
年
功
給
＋
職
能
（
資
格
）
給
型
」

（
二
二
・
五
％
）、（「
職
能
（
資
格
）
給
中
心

型
」（
一
五
・
九
％
）、「
年
功
給
＋
仕
事（
職
務
）

給
＋
職
能（
資
格
）給
型
」（
一
三
・
二
％
）、「
年

功
給
＋
仕
事
（
職
務
）
給
型
」（
一
二
・
六
％
）

の
順
だ
っ
た
。
総
じ
て
、「
仕
事
」「
能
力
」
を

基
本
に
、
業
績
や
成
果
を
重
視
す
る
制
度
を

志
向
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
多
様
化
し

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

仕
事
基
準
に
よ
る
公
正
な
賃
金
決
定

を
追
求

こ
う
し
た
な
か
、
草
案
は
「
長
期
安
定
雇

用
を
前
提
と
し
、
か
つ
、
労
働
移
動
に
も
対

応
で
き
る
『
仕
事
基
準
』（
職
種
・
職
務
や
職

責
・
役
割
な
ど
）
に
よ
る
公
平
性
・
納
得
性
・

透
明
性
が
担
保
さ
れ
た
公
正
な
賃
金
決
定
シ

ス
テ
ム
を
と
る
」
と
し
て
、
賃
金
制
度
な
ど

の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
。

具
体
的
に
は
、
基
本
フ
レ
ー
ム
を
「
一
般

職
群
」
と
「
専
門
・
専
任
・
管
理
（
監
督
）

職
群
」
の
キ
ャ
リ
ア
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
た
賃

金
体
系
を
提
案
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
基
本

給
の
項
目
を
、
必
要
生
計
費
を
確
保
す
る
た

め
の
基
礎
的
要
素
で
あ
る
「
生
計
基
礎
給
」

と
、
ス
キ
ル
・
能
力
や
仕
事
（
職
務
）
の
価

値
に
対
応
し
た
「
仕
事
給
」
で
構
成
す
る
も

の
と
し
た
。「
生
計
基
礎
給
」
に
つ
い
て
は
、

従
来
、「
概
ね
四
〇
歳
」
と
し
て
い
た
賃
金
カ

ー
ブ
の
早
期
立
ち
上
げ
の
目
安
を
「
概
ね
三

五
歳
相
当
」
に
前
倒
し
す
る
こ
と
も
盛
り
込

ん
だ
（
図
１
）。
基
本
給
を
「
仕
事
給
」
の

み
で
構
成
す
る
単
一
型
体
系
の
場
合
は
、
そ

の
な
か
に
生
計
基
礎
給
要
素
を
充
た
す
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
（
図

２
）。なお

、
適
正
で
公
正
な
賃
金
決
定
の
実
現

に
は
、
賃
金
制
度
の
運
用
面
が
極
め
て
重
要

な
課
題
に
な
る
と
し
て
、
賃
金
制
度
の
運
用

や
人
事
処
遇
、
評
価
シ
ス
テ
ム
と
そ
の
運
用

に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。電

機
連
合
は
、
一
九
六
七
年
の
定
期
大
会

で
第
一
次
賃
金
政
策
を
確
立
し
て
以
来
、
そ

の
時
代
の
社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
や
電
機

産
業
の
将
来
展
望
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
改
定

を
重
ね
て
き
た
。
第
六
次
と
な
る
今
回
の
賃

金
政
策
は
、
〇
二
年
以
降
、
低
成
長
経
済
や

国
際
競
争
が
強
ま
り
、
各
企
業
で
の
能
力
・

成
果
主
義
型
賃
金
制
度
の
浸
透
と
い
っ
た
動

向
を
背
景
に
策
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
調
査
・
解
析
部
）

物
価
上
昇
で
連
合
が
緊
急
対
策
を
政
府
に
要
請

六
月
の
消
費
者
物
価
が
前
年
同
月
比
一
・
九
％
上
昇

総
務
省
が
七
月
二
五
日
に
発
表
し
た
六
月
分
の
消
費
者
物
価
は
、
生
鮮
食
品
を
除
い
た

総
合
指
数
（
〇
五
年
＝
一
〇
〇
）
が
一
〇
二
・
〇
と
な
り
、
前
年
同
月
よ
り
一
・
九
％
上

昇
し
た
。
総
合
指
数
は
昨
年
九
月
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
近
辺
で
推
移
し
て
い
た
が
、
一

〇
月
か
ら
上
昇
傾
向
に
転
じ
、
今
年
三
月
一
・
二
％
、
五
月
一
・
五
％
と
着
実
に
前
年
水

準
を
上
回
り
、
六
月
は
一
気
に
前
月
比
〇
・
四
ポ
イ
ン
ト
ま
で
上
昇
幅
が
広
が
っ
た
。

こ
う
し
た
物
価
動
向
を
踏
ま
え
、
連
合
は
七
月
一
七
日
の
中
央
執
行
委
員
会
で
、「
原
油
・

食
料
な
ど
の
生
活
品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
対
策
」
を
確
認
。
髙
木
剛
会
長
が
同
二

八
日
に
首
相
官
邸
を
訪
れ
、「
物
価
上
昇
に
よ
る
実
質
所
得
が
低
下
し
な
い
た
め
の
政
策
」

と
「
原
油
・
食
料
な
ど
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
正
常
に
も
ど
し
価
格
を
安
定
さ
せ
る
政
策
」

の
実
施
を
政
府
に
求
め
た
。

緊
急
対
策
で
は
国
民
生
活
に
つ
い
て
、「
生
活
必
需
品
の
価
格
が
上
が
る
一
方
で
、
配
分

の
歪
み
か
ら
家
計
所
得
は
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
特
に
生
活
困
窮
世
帯
に
与
え
る
影
響
は
甚

大
だ
」
な
ど
と
現
状
分
析
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
て
、
政
府
の
対
応
策
と
し
て
、
①

中
低
所
得
者
層
を
中
心
と
す
る
所
得
税
減
税
や
生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の

創
設
の
検
討
②
生
活
扶
助
基
準
の
見
直
し
と
、
生
活
保
護
の
申
請
受
付
等
の
改
善
③
生
活

困
窮
世
帯
に
対
し
、
灯
油
値
上
が
り
分
相
当
を
助
成
す
る
「
福
祉
灯
油
制
度
」
の
整
備
の

徹
底
④
揮
発
油
税
等
の
暫
定
税
率
に
つ
い
て
二
〇
〇
八
年
度
内
は
凍
結
し
〇
九
年
度
以
降

は
廃
止
す
る
⑤
収
益
へ
の
圧
迫
が
大
き
い
中
小
・
下
請
け
企
業
な
ど
に
対
す
る
石
油
国
家

備
蓄
の
供
給
な
ど
の
支
援
策
の
検
討―

―

な
ど
の
対
策
の
速
や
か
な
実
施
を
求
め
た
。

物
価
上
昇
分
を
賃
上
げ
へ
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

七
月
か
ら
本
格
化
し
て
い
る
労
働
組
合
の
定
期
大
会
で
も
物
価
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
電
機
連
合
（
七
月
三
〜
四
日
）
で
来
賓
あ
い
さ
つ
し
た
髙
木
連
合
会
長
は
、
〇

九
年
の
春
季
生
活
闘
争
に
つ
い
て
、「
生
活
は
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
物
価
高
な
ど

（
の
生
活
面
）
と
賃
金
改
善
の
二
兎
を
追
い
か
け
ざ
る
を
得
な
い
要
求
・
交
渉
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、物
価
上
昇
分
を
盛
り
込
ん
だ
要
求
が
必
要
だ
と
の
見
解
を
示
し
た
。

中
村
正
武
・
電
機
連
合
委
員
長
も
、「
物
価
の
動
向
を
ど
う
捉
え
る
か
が
極
め
て
重
要
な
課

題
に
な
る
。
実
質
賃
金
の
維
持
・
向
上
を
図
る
の
は
基
本
的
な
考
え
方
」
と
主
張
。
こ
の

他
の
大
会
で
も
、「
確
実
に
物
価
は
上
昇
す
る
。
こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
月
例
で
取
り
に

行
く
し
か
な
い
。今
年
以
上
に
月
例
重
視
の
賃
金
改
善
を
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
宮

下
正
美
・
私
鉄
総
連
前
委
員
長
）、「
要
求
根
拠
の
ベ
ー
ス
と
な
る
物
価
上
昇
分
を
き
ち
ん
と

賃
金
改
善
要
求
に
盛
り
込
む
」（
小
柳
正
治
・
Ｊ
Ｅ
Ｃ
連
合
会
長
）―

―

な
ど
、
来
春
闘
の

要
求
に
当
た
っ
て
物
価
上
昇
分
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て

い
る
。




